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作成に至った経緯 
 

四国地域は、人口減少や少子化等が全国より 25 年早く進んでいます。更に、私た
ちを取り巻く環境は、コロナ禍で 10 年先が今になったとも言われています。 

 
とりわけ、交通や観光産業は、地域の人々が生き生きと暮らしていくために欠か

すことの出来ない地域経済を支える産業です。これらの産業が元気になり、そこに
暮らす人々の活力ある人生を応援していくことが、我々行政の果たすべき役割だと
考えています。 

 
しかし、人口減少等による影響は、事業撤退や縮小により経済・産業規模の縮小

や生活関連サービスの低下、交流人口の低迷をもたらし、更なる人口減少等へと負
のスパイラルに陥っていくことが危惧されています。 

 
全国一人口減少が進んでいる地域だからこそ、従来型の行政から脱却し、地域の

声を第一に住民や業界関係者、地方自治体と協働することで、この難局を乗り越え
ていきたいと考えています。 

 
そのために、職員一人一人の価値観を統一し、組織のパフォーマンスとプレゼン

スを向上させていくことが必要と考え、四国運輸局の理念を定義し、その想いをキ
ャラクターに込めました。 



  
  

 
 

未来に届ける 
交通と観光を四国から 

 

四国運輸局は、地域に根ざした行政機関として、国と地方自
治体や交通事業者、住民等の地域のみなさんとを“つなぐ”取り
組みを進め、人々の生き生きとした暮らしと、これを支える活
力ある経済社会、日々の安全・安心を確保し、急速に進展する
人口減少、少子化等の大きな課題に直面している四国地域の発
展に貢献して参ります。 



  
  

四国運輸局の描くビジョン 
 地域公共交通ネットワークの再構築やバリアフリー化の推進によって、

地域公共交通等の活性化・再生を図ります。 
 魅力ある観光地域づくりを推進し、国内外からの人的交流を促進するこ

とにより、地域の活性化を図ります。 
 鉄道、バス、タクシー、トラック、船舶などの各輸送モードにおける事

故等を未然に防止し、安全・安心な交通環境を確保します。 
 運輸・観光業界等と連携し、災害等への備えの強化を図ります。 
 四国地域の基幹産業である海事産業の国際競争力強化や交通産業等を支

える担い手の確保・育成に取り組み、持続可能な社会を目指します。 



  
 
 
   

 
 

「ぴヨンちゃん」 
四 国 運 輸 局 オ フ ィ シ ャ ル マ ス コ ッ ト キ ャ ラ ク タ ー 

 
ひよこに懸けた想い 
ひよこは、成長途中の小さな生き物

です。これから、たゆまぬ研鑽で、四

国は小さいながらもいつまでも成長

していきますという願いを込めてい

ます。また、各県鳥料理や地鶏が有名

であることからも、「食」等で観光を

盛り上げていきたいという想いを込

めています。 

電車のパンダグラフ（鉄道） 

八十八カ所巡礼菅傘（観光） 

八十八カ所巡礼金剛杖（観光） 

自動車の車輪（自動車） 

はっぴに懸けた想い 
はっぴ＝お祭り＝盛り上げていく、

という点から、四国の地域や社会を

盛り上げていきたいという願いを込

めています。また、ＨＡＰＰＹにも

かけていて、地域のみなさまが幸せ

になるように、共にとりくんでいき

たいという願いもあります。また、

カラーリングは、香川はオリーブの

グリーン、徳島は藍や渦潮のブルー、

愛媛はミカンのオレンジ、高知はよ

さこい鳴子のレッドで、配置バラン

スも考えて四国を表現しています。

また、このはっぴを八十八カ所の白

衣に見立て、一目で四国のキャラク

ターであると想像することができま

す。 

船のイラスト（海事） 



  
 
 
 

 
 

最後に 
 

四国運輸局を国民のみなさまにより身近に感じて

いただきたいことから、愛称を「ぴヨンちゃん」と名

付けました。 

今後はこの「ぴヨンちゃん」を、当局が作成する資

料や名刺をはじめとした、様々な場面で活用して参り

ますので、よろしくお願いします。 
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笑顔 微笑 激怒 驚愕 


